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-(sinOsinP ,- sinOcos9) , COSO)
がなりたっ｡この関係式を拘束条件としてラグランジアン上から得られる作用 ∫の変分を取
るために汎関数 Icを導入する｡
Ic-ITdt+JTdt/Lds(r′-1 )･l0 0 0
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-ス cosOsin¢+ス cosOcos¢+i sine- 0,X y =
∂
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一 ㌔ sinOcos¢-1ysinOsin¢- 0 ,
∂ ∂¢ ∂ ∂¢
- k2訂 (票 +coso- )･C訂 (票 +coso- )∂t ∂S ∂S ∂∫
これらの方程式を様々な条件のもとで解 くことができる｡
0.












また換りの振動に対して β- め-0 とおいて解 くと下のような分散関係式をえる｡



































コロイ ド不安定性 (競合成長 )理論のみである｡これはパターン形成が各々 pre-と post-
nucleation現象であるとの立場を採るもので, ここでは,これらの理論と沈澱パ ターンの最
近の実験結果に関して述べる｡
2. 理論的および実験的背景
ostwaldの過飽和理論では,反応し沈澱物 (C)を作る二つのイオンA',B~の反応と,こ
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